












            2016 REPORT Greenhouse Horticulture & Plant Factory Exhibition / Conference

14GPEC 2016

会期初日には、農林水産省や経済産業省をはじめとする後援機関から来賓を招いて、開会式を行った。総勢11名によ
るテープカットを、多くの出展者および来場者が見届けた。

初日の閉場後に催された出展者交流会には、出展者やセミナー講師、相談員など、およそ150名が参加し、活発な情
報交流が行われていた。

開会式

出展者交流会

�Ô���Ô�y�Ì：2016年７月27日（水）９：30〜10：00
�Ô���q�y	Ô：東京ビッグサイト　東６ホール GPEC 登録所前
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　　農林水産省 生産振興審議官 鈴木　良典 様
　　経済産業省 大臣官房審議官（地域経済産業政策担当） 星野　岳穂 様
　　全国農業協同組合中央会 常務理事 金井　　健 様
　　全国農業協同組合連合会 常務理事 山﨑　周二 様
　　農林中央金庫 営業企画部長 中島　隆博 様
　　一般社団法人 全国農業会議所 専務理事 松本　広太 様
　　公益社団法人 全国農業共済協会 常務理事 鈴木　　直 様
　　 株式会社 日本政策金融公庫 農林水産事業本部 営業推進部 部長 小野　峰宏 様
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　　一般社団法人 日本施設園芸協会 会長 篠原　　温
　　一般社団法人 日本施設園芸協会 名誉会長 木田　滋樹
　　GPEC 実行委員長 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 丸尾　　達
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　　 一般社団法人 日本施設園芸協会 会長 篠原　　温
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　　農林水産省　生産振興審議官 鈴木　良典 様
　　経済産業省　大臣官房審議官（地域経済産業政策担当） 星野　岳穂 様
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※役職は当時

�Ô���Ô�y�Ì：2016年７月27日（水）17：45〜19：00
�Ô���q�y	Ô：東京ビッグサイト　「ザ・ビッグラウンジ」
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　　一般社団法人 日本施設園芸協会 名誉会長 木田　滋樹
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　　 農林水産省 生産局 園芸作物課 次世代施設園芸推進グループリーダー 井川　義孝 様
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　　＜ Special Speech ＞
　　　オランダ大使館　農務参事官 シンディ・ハイドラ 様
　　＜日本施設園芸協会 新体制紹介＞
　　　・紹介　　会　　長　篠原　温
　　　・挨拶　　副 会 長　 大出 祐造（株式会社誠和。） 

住吉 弘匡（全国農業協同組合連合会）
　　　　　　　　常務理事　竹森 三治
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　　GPEC 事務局長 アテックス株式会社 代表取締役 竹茂　　昭
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営農の悩み・疑問を各分野のエキスパートに相談できる本コーナーには、多くの生産者が訪れ、栽培技術や運営資金
など多岐にわたる相談を行っていた。今回は大規模経営を実践する生産者が相談員として参加した。

テーマ 相談員（順不同、敬称略）

大規模
経営者

船生 典文　あかい菜園㈱ 代表取締役 
【福島県トマト生産者】

井出 寿利　㈱井出トマト農園 代表取締役 
【神奈川県トマト生産者】

新美 康弘　㈱にいみ農園 代表取締役 
【愛知県トマト生産者】

林 俊秀　㈱ Tedy 代表取締役 
【茨城県パプリカ生産者】

小林 陽一　小林園芸 代表 
【千葉県トマト生産者】

針谷 明彦 
【栃木県トマト生産者】

野本 一弘　㈲葉っぱや 代表取締役 
【千葉県葉菜生産者】

河合 吉久 
【愛知県大葉生産者】

榎本 雅夫 
【千葉県バラ生産者】

川島 孝夫 
【埼玉県きゅうり生産者】

小林 豊　㈱信州サラダガーデン 代表取締役 
【長野県パプリカ生産者】

茂木 敏彦　㈱モテギ洋蘭園 代表取締役社長 
【埼玉県洋ラン生産者】

大山 寛　全国野菜園芸技術研究会 会長 
【栃木県トマト生産者】

飯田 智司　㈲グリーンステージ大平 代表取締役 
【栃木県トマト生産者】

松村 務　農業生産法人 浅小井農園㈱ 代表取締役 
【滋賀県トマト生産者】

稲吉 正博　㈱サンファーム富士小山 代表取締役 
【静岡県トマト生産者】

稲吉 慶介　㈲コスモファーム 代表取締役社長 
【福岡県トマト・葉菜生産者】

井上 昌夫　㈱フレボファーム　南アルプス農場 
【山梨県ほうれんそう生産者】

小久保 恭一 
㈲お花屋さんぶんご清川 代表取締役社長 

【大分県菊生産者】

石井 理永蔵 
（農）長生フロンティアファーム 代表理事 

【千葉県トマト生産者】

三倉 直己　三倉農園 代表 
【静岡県いちご生産者】

櫛毛 隆行 
【栃木県トマト生産者】

舛田 愛 
【栃木県トマト生産者】

小黒 昇巳　㈲いちごの里湯本農場 代表取締役社長 
【栃木県いちご生産者】

栽培技術
吉岡 宏　元 農研機構 野菜茶業研究所 所長

稲山 光男　三菱樹脂アグリドリーム㈱ 技術顧問
荒木 陽一　農研機構 九州沖縄農業研究センター 産学連携コーディネータ

環境・
省エネ技術

島地 英夫　前 農研機構 花き研究所 上席研究員
林 真紀夫　前 東海大学 工学部 教授
山口 智治　前 筑波大学大学院 教授

植物工場・
養液栽培 日本養液栽培研究会　担当者

補助金等 農林水産省 園芸作物課　担当官
経済産業省 地域産業基盤整備課　担当官

公庫
融資等

農林中央金庫　担当者
㈱日本政策金融公庫　担当者
JA 三井リース㈱　担当者

生産者相談コーナー

主催者コーナー

◉ 相談内容と回答（一部抜粋）

Q 　【生産者（個人）】　 ガラスハウスとフッ素フィルムのハウスとを比べると、湿度は
ガラスハウスのほうが高くなるのはなぜか？

A 　�夜間の湿度に及ぼす影響とその要因について説明

Q 　【生産者（個人）】　 いちご栽培にあたり、もっとも効率（バランス）のよい方法を
検討したい

A 　�CO2の施用方法、温度管理、コスト削減方法を提案

Q 　【生産者（法人）】　 ホウレン草の夏季栽培、除草技術、連作障害対策について

A 　蒸気消毒およびミスト噴霧および遮光ネットの効果を紹介

Q 　【生産者（個人）】　 37ps のトラクターを持っているが、規模拡大に伴い2000
万クラスのトラクターを複数台購入したい

A 　スーパーL資金および補助金の制度について説明

Q 　【生産者（個人）】　 数年後に起業・独立を考えているため、事業費など資金につい
て相談したい

A 　�青年等就農資金の内容および借入に必要な認定新規就農者の認定手続きについて
説明

Q 　【生産者（法人）】　 カンパリ（中玉トマト）の栽培ポイント、経営ノウハウについ
て聞きたい

A 　�培地を土からヤシガラに交換することで収量はアップする、販売先をJA・市場から
直売にシフトすることで売上高が向上することもある

Q 　【農業参入希望者（法人）】　トマトの養液栽培について

A 　販路について売り先・手数料、施設について、営農計画書の作成方法など説明

Q 　【農業参入希望者（法人）】　 農業への新規参入にあたり、どのような資金があるか

A 　�青年等就農資金は法人でも利用可能だが、役員要件、計画書作成の必要性など注
意点も説明

Q 　【植物工場参入希望者】　 熱帯性果樹工場を作るに際し、温度管理方法（断熱）の
注意点について

A 　�各種カーテン資材の特徴、保温性能、価格等について説明

Q 　【自治体（農政担当）】　温度むらの抑制方法

A 　�循環扇、ダクトファンの増設を提案
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農林水産省「次世代施設園芸導入加速化支援事業」、全国10拠点の現況が紹介され、自治体関係者などが熱心に情報
収集に努めていた。

次世代施設園芸拠点コーナー

企画協力（順不同）

農林水産省、経済産業省、農林中央金庫、
（公社）全国農業共済協会、㈱日本政策金融公庫

農林水産省・経済産業省より、わが国の施設園芸・植物
工場の現状や支援策等について、さらに、各機関より生
産者の経営を支える各種支援策を紹介。生産者を中心
に、情報収集に勤しむ来場者の姿が見受けられた。

政府・公的機関情報コーナー

大雪に対する各種補強策を施したパイプハウスをモデ
ル展示し、部材やその効果を紹介。来場者は興味深く
説明員の声に聞き入るなどしていた。

各種補強対策を講じたパイプハウスの展示

アシストスーツ体験コーナー

省力化機器の代表格といえるアシストスーツの体験コーナーに、４種のスーツが集結。生産者を中心に多くの来場者
が、肥料や培養土などの重量物を詰めたコンテナを持ち上げるなどして、その着心地や効果を実感していた。

企画協力（順不同）

アクティブリンク㈱、㈱イノフィス、協栄産業㈱、㈱クボタ、和歌山大学

資材提供（順不同）

㈱サカタのタネ、日建リース工業㈱、㈱ホーグス
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生産者との関係性が深い業界紙誌を中心に、来場誘致広告を掲載。また、業界関連媒体各社に、GPEC Newsやプレ
スリリースの送付、さらに、会期１ヶ月前に記者発表会を開催。展示会の見所など情報提供を行い、記事掲載を促
した。

GPEC 公式 Web サイトでは、出展者紹介やイベント、セミナーの紹介など、展示会の情報発信を行った。さらに、
事前来場登録や団体来場登録、相談員への事前相談受付など、窓口としての役割も果たした。
また、関連サイトへのバナーリンクや、展示会情報サイトにも積極的に展開し、来場促進につなげた。

作業中の生産者にも案内を届けるべく、会期２週間前からニッポン放送でラジオCMを放送。日本全国の生産者に対
して配信された。

開催案内から出展募集、出展者紹介などをテーマに、会期までの１年間で計４通の News Letter を発行。GPEC 出
展者や過去に来場した方などの関係者から、さらに幅広く GPEC への関心を高めた。

招待券は会期の２ヶ月前から、出展者や関係者、協賛団体等を通じて総計およそ40万部を配布。GPEC News と同
梱するなど、配布方法も工夫を凝らした。
内容は、セミナープログラムやイベントの詳細など、来場促進につながるコンテンツを大きく掲載した。さらに、出
展者一覧には各社の PR コメントも掲載するなど充実度をより高めた。

出展者から既存顧客、新規顧客に向け、『GPEC に出展すること』を宣伝するためのアイテムとして発行した。招待
券に先駆けて利用できる PR ツールとして活躍した。

業界紙誌1

インターネット2

ラジオ CM3

GPEC News4

招待券5

入場券引換はがき6

情報掲載サイト
（一部抜粋、順不同） 植物工場・農業ビジネスオンライン、イベント情報 .com　など

広告・記事掲載
（一部抜粋、順不同）

日本農業新聞、農業共済新聞、農機新聞、農村ニュース、全野研ニュース、施設と園芸、現代農業、園芸新聞、
ニューカントリー、熱産業経済新聞、日刊アグリ・リサーチ、農業資材通信、ジャパンフードサイエンス、
商経管材新聞　など

来場誘致・広報活動8
主催者および事務局は、GPEC の知名度向上、来場者増員のため、様々な広報活動を行った。


